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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数のビデオ画像加工部と、
　上記ビデオ画像加工部の動作を制御する制御部と、
　上記ビデオ画像加工部の動作モードとしてＨＤモードと４分割４Ｋモードの選択操作入
力を受けるＧＵＩ部を備え、
　上記制御部は、
　上記ＧＵＩ部が受ける選択操作入力に基づいて、上記ビデオ画像加工部をＨＤモードま
たは４分割４Ｋモードで動作するように制御する
　信号切換装置。
【請求項２】
　上記ＧＵＩ部は、
　上記４分割４Ｋモードとして、スクエア・デビジョン（Square Division）規格と、２
サンプル・インターリーブ・デビジョン（2-Sample Interleave Division）規格のいずれ
かの選択操作入力を受ける
　請求項１に記載の信号切換装置。
【請求項３】
　上記ＧＵＩ部は、
　１０８０Ｐの信号フォーマットが選択された状態で、上記４分割４Ｋモードの選択操作
入力を受けることが可能となる
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　請求項１に記載の信号切換装置。
【請求項４】
　主回路ブロックと、副回路ブロックと、１つ以上のキーヤー回路ブロックをそれぞれ有
する複数のビデオ画像加工部と、
　ビデオ入力部と、
　上記ビデオ入力部に入力された複数のビデオ信号から所定のビデオ信号を選択して上記
ビデオ画像加工部に入力するビデオ選択部と、
　上記ビデオ画像加工部で加工されたビデオ信号を出力するビデオ出力部と、
　上記ビデオ画像加工部の動作を制御する制御部を備え、
　上記制御部は、
　上記ビデオ画像加工部を、ＨＤモードまたは４分割４Ｋモードで動作するように制御す
る
　信号切換装置。
【請求項５】
　上記ビデオ画像加工部の動作モードとしてＨＤモードまたは４分割４Ｋモードの選択操
作入力を受けるＧＵＩ部をさらに備え、
　上記制御部は、
　上記ＧＵＩ部が受ける選択操作入力に基づいて、上記ビデオ画像加工部をＨＤモードま
たは４分割４Ｋモードで動作するように制御する
　請求項４に記載の信号切換装置。
【請求項６】
　上記ＧＵＩ部は、
　上記４分割４Ｋモードとして、スクエア・デビジョン（Square Division）規格と、２
サンプル・インターリーブ・デビジョン（2-Sample Interleave Division）規格のいずれ
かの選択操作入力を受ける
　請求項５に記載の信号切換装置。
【請求項７】
　上記ビデオ画像加工部の上記主回路ブロックと上記副回路ブロックは、
　上記ビデオ画像加工部が上記ＨＤモードで動作するとき、それぞれＨＤのビデオフレー
ムを処理し、
　上記ビデオ画像加工部が上記４分割４Ｋモードで動作するとき、４Ｋのビデオフレーム
を４分割して得られた分割ビデオフレームを処理する
　請求項４に記載の信号切換装置。
【請求項８】
　上記ビデオ画像加工部が上記４分割４Ｋモードで動作するとき、上記主回路ブロックお
よび上記副回路ブロックにそれぞれ少なくとも１つの上記キーヤー回路ブロックが専用に
される
　請求項４に記載の信号切換装置。
【請求項９】
　上記ビデオ画像加工部は内部に信号発生器を有し、
上記信号発生器は、ワイプ形状を作るキー信号として、
　上記４分割４Ｋモードがスクエア・デビジョン（Square Division）規格であるときは
、ＨＤビデオのワイプ形状を水平垂直にそれぞれ２倍に拡大した形状の１/４部分の形状
のキー信号を生成し、
　上記４分割４Ｋモードが２サンプル・インターリーブ・デビジョン（2-Sample Interle
ave Division）規格であるとき、ＨＤビデオのワイプ形状と同じ形状のキー信号を生成す
る
　請求項８に記載の信号切換装置。
【請求項１０】
　上記複数のビデオ画像加工部と、上記ビデオ入力部と、上記ビデオ選択部と、上記ビデ
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オ出力部をそれぞれ持つ第１の筐体と第２の筐体を有し、
　上記ビデオ画像加工部が４分割４Ｋモードで動作するとき、
　４Ｋのビデオフレームを４分割して得られた第１から第４の分割ビデオフレームのうち
、第１および第２の分割ビデオフレームを上記第１の筐体が保持する上記ビデオ画像加工
部で処理し、第３および第４の分割ビデオフレームを上記第２の筐体が保持する上記ビデ
オ画像加工部で処理する
　請求項４に記載の信号切換装置。
【請求項１１】
　主回路ブロックと、副回路ブロックと、１つ以上のキーヤー回路ブロックをそれぞれ有
する複数のビデオ画像加工部と、
　ビデオ入力部と、
　上記ビデオ入力部に入力された複数のビデオ信号から所定のビデオ信号を選択して上記
ビデオ画像加工部に入力するビデオ選択部と、
　上記ビデオ画像加工部で加工されたビデオ信号を出力するビデオ出力部を備える信号切
換装置の動作制御方法であって、
　上記ビデオ画像加工部をＨＤモードまたは４分割４Ｋモードで動作するように制御する
　信号切換装置の動作制御方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本技術は、信号切換装置および信号切換装置の動作制御方法に関し、詳しくは、複数の
Ｍ/Ｅ（Mix Effect Bank）を持つ信号切換装置などに関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、設定変更によりＳＤビデオ信号およびＨＤビデオ信号の双方の処理が可能なエフ
ェクトスイッチャが知られている（例えば、特許文献１参照）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２００８-１３１３８０号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　本技術の目的は、ハードウェアの有効活用を図ることにある。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　本技術の概念は、
　複数のビデオ画像加工部と、
　上記ビデオ画像加工部の動作を制御する制御部と、
　上記ビデオ画像加工部の動作モードとしてＨＤモードと４分割４Ｋモードの選択操作入
力を受けるＧＵＩ部を備え、
　上記制御部は、
　上記ＧＵＩ部が受ける選択操作入力に基づいて、上記ビデオ画像加工部をＨＤモードま
たは４分割４Ｋモードで動作するように制御する
　信号切換装置にある。
【０００６】
　本技術において、ＧＵＩ部により、ビデオ画像加工部の動作モードとしてＨＤモードと
４分割４Ｋモードの選択操作入力を受けるようにされる。そして、制御部により、ＧＵＩ
部が受ける選択操作入力に基づいて、ビデオ画像加工部が、ＨＤモードまたは４分割４Ｋ
モードで動作するように制御される。
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【０００７】
　例えば、ＧＵＩ部は、４分割４Ｋモードとして、スクエア・デビジョン（Square Divis
ion）規格と、２サンプル・インターリーブ・デビジョン（2-Sample Interleave Divisio
n）規格のいずれかの選択操作入力を受ける、ようにされてもよい。また、ＧＵＩ部は、
１０８０Ｐの信号フォーマットが選択された状態で、４分割４Ｋモードの選択操作入力を
受けることが可能となる、ようにされてもよい。
【０００８】
　このように本技術においては、ＧＵＩ部が受ける選択操作入力に基づいてビデオ画像加
工部がＨＤモードまたは４分割４Ｋモードで動作するように制御されるものであり、ハー
ドウェア、つまりビデオ画像加工部の有効活用が可能となる。
【０００９】
　また、本技術他の概念は、
　主回路ブロックと、副回路ブロックと、１つ以上のキーヤー回路ブロックをそれぞれ有
する複数のビデオ画像加工部と、
　ビデオ入力部と、
　上記ビデオ入力部に入力された複数のビデオ信号から所定のビデオ信号を選択して上記
ビデオ画像加工部に入力するビデオ選択部と、
　上記ビデオ画像加工部で加工されたビデオ信号を出力するビデオ出力部と、
　上記ビデオ加工部の動作を制御する制御部を備え、
　上記制御部は、
　上記ビデオ画像加工部を、ＨＤモードまたは４分割４Ｋモードで動作するように制御す
る
　信号切換装置にある。
【００１０】
　本技術においては、複数のビデオ画像加工部を備えるものである。各ビデオ画像加工部
は、主回路ブロックと、副回路ブロックと、１つ以上のキーヤー回路ブロックを有するも
のとされる。ビデオ入力部に入力された複数のビデオ信号から所定のビデオ信号が選択さ
れてビデオ画像加工部に入力される。そして、ビデオ画像加工部で加工されたビデオ信号
がビデオ出力部から出力される。制御部により、ビデオ画像加工部は、ＨＤモードまたは
４分割４Ｋモードで動作するように制御される。
【００１１】
　例えば、ビデオ画像加工部の動作モードとしてＨＤモードまたは４分割４Ｋモードの選
択操作入力を受けるＧＵＩ部をさらに備え、制御部は、ＧＵＩ部が受ける選択操作入力に
基づいて、ビデオ画像加工部をＨＤモードまたは４分割４Ｋモードで動作するように制御
する、ようにされてもよい。そして、この場合、ＧＵＩ部は、４分割４Ｋモードとして、
スクエア・デビジョン（Square Division）規格と、２サンプル・インターリーブ・デビ
ジョン（2-Sample Interleave Division）規格のいずれかの選択操作入力を受ける、よう
にされてもよい。
【００１２】
　また、例えば、ビデオ画像加工部の主回路ブロックと副回路ブロックは、ビデオ画像加
工部がＨＤモードで動作するとき、それぞれＨＤのビデオフレームを処理し、ビデオ画像
加工部が４分割４Ｋモードで動作するとき、４Ｋのビデオフレームを４分割して得られた
分割ビデオフレームを処理する、ようにされてもよい。
【００１３】
　また、例えば、ビデオ画像加工部が４分割４Ｋモードで動作するとき、主回路ブロック
および副回路ブロックにそれぞれ少なくとも１つのキーヤー回路ブロックが専用にされる
、ようにされてもよい。この場合、ビデオ画像加工部の主回路ブロックおよび副回路ブロ
ックで処理される分割ビデオフレームに対応したキー信号の生成が可能となる。
【００１４】
　また、例えば、ビデオ画像加工部は内部に信号発生器を有し、信号発生器は、ワイプ形
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状を作るキー信号として、４分割４Ｋモードがスクエア・デビジョン（Square Division
）規格であるときは、ＨＤビデオのワイプ形状を水平垂直にそれぞれ２倍に拡大した形状
の１/４部分の形状のキー信号を生成し、４分割４Ｋモードが２サンプル・インターリー
ブ・デビジョン（2-Sample Interleave Division）規格であるとき、ＨＤビデオのワイプ
形状と同じ形状のキー信号を生成する、ようにされてもよい。
【００１５】
　また、例えば、複数のビデオ画像加工部と、ビデオ入力部と、ビデオ選択部と、ビデオ
出力部をそれぞれ持つ第１の筐体と第２の筐体を有し、ビデオ画像加工部が４分割４Ｋモ
ードで動作するとき、４Ｋのビデオフレームを４分割して得られた第１から第４の分割ビ
デオフレームのうち、第１および第２の分割ビデオフレームを第１の筐体が保持するビデ
オ画像加工部で処理し、第３および第４の分割ビデオフレームを第２の筐体が保持するビ
デオ画像加工部で処理する、ようにされてもよい。この場合、筐体の入力数を有効に使用
可能となる。
【００１６】
　このように本技術においては、ビデオ画像加工部がＨＤモードまたは４分割４Ｋモード
で動作するように制御されるものであり、ハードウェア、つまりビデオ画像加工部の有効
活用が可能となる。
【発明の効果】
【００１７】
　本技術によれば、ハードウェアの有効活用を図ることができる。なお、ここに記載され
た効果は必ずしも限定されるものではなく、本開示中に記載されたいずれかの効果であっ
てもよい。
【図面の簡単な説明】
【００１８】
【図１】信号切換システムの構成例を示すブロック図である。
【図２】４分割４Ｋモードとしてのスクエア・デビジョン（Square Division）規格と２
サンプル・インターリーブ・デビジョン（2-Sample Interleave Division）規格について
説明するための図である。
【図３】信号切換システムに使用される筐体の具体的な構成例を示す図である。
【図４】Ｍ/Ｅバンクの構成例を示す図である。
【図５】スクエア・デビジョン（Square Division）規格と２サンプル・インターリーブ
・デビジョン（2-Sample Interleave Division）規格の場合における、各分割ビデオフレ
ーム（サブイメージ１～４）の画素位置とワイプ信号の形状との位置関係を示す図である
。
【図６】スクエア・デビジョン規格（ＳＱＤ）、２サンプル・インターリーブ・デビジョ
ン規格（２ＳＩ）の各分割ビデオフレーム（サブイメージ１～４）に対応して生成される
ワイプ信号の形状を示す図である。
【図７】スクエア・デビジョン規格（ＳＱＤ）において各分割ビデオフレーム（サブイメ
ージ１～４）に対応して生成されるワイプ信号を説明するための図である。
【図８】２サンプル・インターリーブ・デビジョン規格（２ＳＩ）において各分割ビデオ
フレーム（サブイメージ１～４）に対応して生成されるワイプ信号を説明するための図で
ある。
【図９】コントローラにおける筐体の動作モード設定の処理手順の一例を説明するための
フローチャートである。
【図１０】筐体の動作モード設定中におけるＧＵＩ表示の例である。
【図１１】筐体の動作モード設定中におけるＧＵＩ表示の例である。
【図１２】筐体の動作モード設定中におけるＧＵＩ表示の例である。
【図１３】筐体の動作モード設定中におけるＧＵＩ表示の例である。
【図１４】筐体の動作モード設定中におけるＧＵＩ表示の例である。
【図１５】コントローラにおける筐体の動作モード設定の処理手順の他の一例を説明する
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ためのフローチャートである。
【図１６】信号切換システムの他の構成例を示すブロック図である。
【図１７】２つの筐体における４Ｋ　Ｍ/Ｅの構成例を説明するための図である。
【図１８】２つの筐体における４Ｋ　Ｍ/Ｅの他の構成例を説明するための図である。
【発明を実施するための形態】
【００１９】
　以下、発明を実施するための形態（以下、「実施の形態」とする）について説明する。
なお、説明は以下の順序で行う。
　１．実施の形態
　２．変形例
【００２０】
　＜１．実施の形態＞
　［信号切換システム］
　図１は、実施の形態としての信号切換システム１０の構成例を示している。この信号切
換システム１０は、３Ｇルーター（3G Router）１１と、筐体１２とを有している。３Ｇ
ルーター１１は、スタジオ内や中継現場のビデオカメラからのビデオ信号、ビデオストレ
ージで再生されたビデオ信号などを選択的に筐体１２に送り、あるいは筐体１２で処理さ
れたビデオ信号を外部に出力する。
【００２１】
　この３Ｇルーター１１では、ＨＤビデオ信号としての３Ｇ－ＳＤＩ信号が取り扱われる
。ＨＤビデオフレームのビデオ信号は１個の３Ｇ－ＳＤＩ信号で構成される。また、４Ｋ
ビデオフレームのビデオ信号は、４Ｋビデオフレームを４分割して得られた４個の分割ビ
デオフレームに対応した４個の３Ｇ－ＳＤＩ信号で構成される。
【００２２】
　図示の例において、「3G-SDI * 4」は、４個の３Ｇ－ＳＤＩ信号で構成される４Ｋビデ
オフレームのビデオ信号を示している。なお、この例では、筐体１２が４分割４Ｋモード
に設定され、４Ｋビデオフレームのビデオ信号を取り扱っている状態を示している。なお
、筐体１２がＨＤモードに設定される場合に、３Ｇルーター１１、筐体１２は、ＨＤビデ
オフレームのビデオ信号を取り扱うこととなる。あるいは、筐体１２は、４分割４Ｋモー
ドに設定されていても、４Ｋビデオフレームのビデオ信号と共に、ＨＤビデオフレームの
ビデオ信号を取り扱うことが可能とされる。
【００２３】
　ここで、この実施の形態において取扱い可能な４分割４Ｋモードとしての、スクエア・
デビジョン（Square Division）規格と、２サンプル・インターリーブ・デビジョン（2-S
ample Interleave Division）規格について説明する。
【００２４】
　最初に、スクエア・デビジョン規格について説明する。このスクエア・デビジョン規格
の場合、図２（ａ）に示すように、４Ｋのビデオフレームが水平、垂直のそれぞれに２等
分されて、４個の分割ビデオフレーム、すなわち、サブイメージ（Sub Image）１～４が
得られる。
【００２５】
　次に、２サンプル・インターリーブ・デビジョン規格について説明する。この２サンプ
ル・インターリーブ・デビジョン規格の場合、偶数ラインで２画素（２サンプル）ずつ交
互に取り出されて、２個の分割ビデオフレーム、すなわち、サブイメージ（Sub Image）
１，２が得られる。また、この２サンプル・インターリーブ・デビジョン規格の場合、奇
数ラインで２画素（２サンプル）ずつ交互に取り出されて、２個の分割ビデオフレーム、
すなわち、サブイメージ（Sub Image）３，４が得られる。
【００２６】
　図１に戻って、筐体１２は、複数のビデオ画像加工部としてのＭ/Ｅバンク（ＨＤ　Ｍ/
Ｅバンク）を持っている。各Ｍ/Ｅバンクは、ＨＤモードまたは４分割４Ｋモードで動作
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する。各Ｍ/Ｅバンクは、主回路ブロック（Main）と副回路ブロック（Sub）を有している
。この主回路ブロックと副回路ブロックは、ＨＤモードで動作するとき、それぞれＨＤの
ビデオフレームを処理する。また、この主回路ブロックと副回路ブロックは、４分割４Ｋ
モードで動作するとき、４Ｋのビデオフレームを４分割して得られた分割ビデオフレーム
を処理する。
【００２７】
　Ｍ/Ｅバンクは、番号（あるいはSuffix）で呼ばれるものと、Ｐ/Ｐ（プログラム/プリ
セット）と呼ばれるものが存在する。図示では、３個の番号で呼ばれるＭ/Ｅバンクと、
Ｐ/Ｐと呼ばれる１個のＭ/Ｅバンクを示している。４分割４Ｋモードでは、２つのＭ/Ｅ
バンクの主回路ブロック、副回路ブロックが使用されて、４個の分割ビデオフレームが並
列的に処理される。
【００２８】
　なお、Ｍ/Ｅバンクは、主回路ブロック、副回路ブロックの他に、１つ以上のキーヤー
回路ブロックを有する。４分割４Ｋモードでは、主回路ブロック、副回路ブロックにそれ
ぞれ少なくとも１つのキーヤー回路ブロックが専用にされる。これにより、各分割ビデオ
フレームに対応したキー信号の生成が可能となる。
【００２９】
　図３は、筐体１２の具体的な構成例を示している。この筐体１２は、４Ｋビデオフレー
ムのビデオ信号の入力端子IN_1～IN_40と、ＨＤビデオフレームのビデオ信号の入力端子F
C IN_1～FC IN_16と、４Ｋビデオフレームのビデオ信号の出力端子OUT_1～OUT_2と、ＨＤ
ビデオフレームのビデオ信号の出力端子HD OUT_1を有している。
【００３０】
　また、この筐体１２は、ビデオ選択部としてのクロスポイント（ＸＰＴ）部１２１と、
５個のＭ/Ｅバンク１２２_1～１２２_5と、フレームメモリ（ＦＭ）１２３と、アップコ
ンバータ（Ｕ/Ｃ）１２４_1～１２４_2と、４Ｋビデオフレームのビデオ信号の出力部（
４Ｋ　ＯＵＴ）１２５_1～１２５-2と、ＨＤビデオフレームのビデオ信号の出力部（ＨＤ
　ＯＵＴ）１２６を有している。
【００３１】
　また、この筐体１２は、各部の動作を制御する制御部１２７を有している。この制御部
１２７は、筐体１２の外部に存在するコントロールパネル（操作卓）１２８からのユーザ
操作入力に基づいて、各部の動作を制御する。なお、コントロールパネル１２８には表示
パネル１２９が接続されており、この表示パネル１２９には、ユーザ操作の便宜のため、
例えば、筐体１２の動作モード設定等において、ＧＵＩ（Graphical User Interface）表
示がなされる。動作モード設定の詳細については後述する。
【００３２】
　Ｍ/Ｅバンク１２２_1～１２２_4は、ＨＤビデオフレームのビデオ信号と、４Ｋビデオ
フレームのビデオ信号の処理とに兼用される。すなわち、Ｍ/Ｅバンク１２２_1～１２２_
4は、筐体１２がＨＤモードに設定される場合にはＨＤビデオフレームのビデオ信号を処
理し、筐体１２が４分割４Ｋモードに設定される場合には４Ｋビデオフレームのビデオ信
号を処理する。
【００３３】
　この場合、Ｍ/Ｅバンク１２２_1，１２２_2が組み合わせられ、主回路ブロック（Main
）および副回路ブロック（Sub）を合計して４つの回路ブロックで、一つの４Ｋ　Ｍ/Ｅバ
ンクが構成され、４Ｋビデオフレームのビデオ信号（４個の分割ビデオフレームのビデオ
信号）が処理される。同様に、この場合、Ｍ/Ｅバンク１２２_3，１２２_4が組み合わせ
られ、主回路ブロック（Main）および副回路ブロック（Sub）を合計して４つの回路ブロ
ックで一つの４Ｋ　Ｍ/Ｅバンクが構成され、４Ｋビデオフレームのビデオ信号（４個の
分割ビデオフレームのビデオ信号）が処理される。
【００３４】
　Ｍ/Ｅバンク１２２_5は、ＨＤビデオフレームのビデオ信号のみを処理する。この場合
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、例えば、筐体１２が４分割４Ｋモードに設定されるとき、ビデオ信号の入力端子FC IN_
1～FC IN_16のいずれかに入力されるＨＤビデオフレームのビデオ信号を、クロスポイン
ト部１２１を制御してＭ/Ｅバンク１２２_5に供給して合成や加工を施し、クロスポイン
ト部１２１、出力部１２６を通じて、出力端子HD OUT_1に出力することが可能である。
【００３５】
　フレームメモリ（ＦＭ）１２３は、例えば、ビデオ信号の入力端子のいずれかから入力
されたビデオあるいはＭ／Ｅバンクのいずれかから出力されたビデオのフレーム画像デー
タを取り込んで一時的に保持する。この画像データは、適宜読み出され、Ｍ/Ｅバンクに
おける画像合成や加工に利用される。図示では、フレームメモリ１２３が一入力一出力の
ように示されているが、このフレームメモリ１２３は複数設けられており、単独でＨＤビ
デオフレーム用として使用でき、４つを一組として４Ｋビデオフレーム用として使用でき
る。すなわち、フレームメモリ１２３は、各フレームメモリの記録、出力の制御と、クロ
スポイント部１２１の制御によって、ＨＤビデオフレーム用と４Ｋビデオフレーム用のい
ずれにも使用できる。あるいは別の実施例として、フレームメモリ１２３に、ネットワー
ク経由で受信した画像データを書き込めるように（ネットワークインタフェースなどを設
けて）構成しても良い。
【００３６】
　アップコンバータ（Ｕ/Ｃ：Up Converter）１２４_1～１２４-2は、ＨＤビデオフレー
ムのビデオ信号を、４Ｋビデオフレームのビデオ信号に変換する。この場合、例えば、筐
体１２が４分割４Ｋモードに設定されるとき、ビデオ信号の入力端子FC IN_1～FC IN_16
のいずれかに入力されるＨＤビデオフレームのビデオ信号を、クロスポイント部１２１を
制御してアップコンバータ１２４_1～１２４-2に供給して４Ｋビデオフレームのビデオ信
号に変換し、４Ｋの信号処理部分に供給することも可能である。あるいは、Ｍ／Ｅバンク
１２２_5 で加工したＨＤビデオフレーム信号を、クロスポイント部１２１を介して入力
することで、４Ｋの信号処理部に供給することも可能である。
【００３７】
　筐体１２は、図３に示すような構成により、出力するビデオ信号の用途に応じて、Ｍ/
Ｅバンク（一つおよび群）毎に別の用途に同時利用してハードウェアを有効に活用し、Ｈ
Ｄのビデオ信号処理と、４Ｋのビデオ信号処理とを同時に行わせることができる。
【００３８】
　図４は、Ｍ/Ｅバンクの構成例を示している（特開２００７－１６６５８７号公報の図
３参照）。入力選択部５は、図３に示す筐体１２のクロスポイント部１２１に対応してい
る。図中、「主」と付くのがメイン（Main）側用、「副」と付くのが（Sub）側用である
。キー関係の回路（キーヤー回路ブロック：例えばキー処理ブロック１１～１４）は、４
Ｋモード（4K Mode）では、系統毎に半分ずつ（図では４系統なので、２系統ずつ）、メ
インとサブに割り当てられる。また、非４Ｋモードで分割なしの場合、すべてのキー関係
の回路がメインに割り当てられる。また、非４Ｋモードで分割動作の場合、設定に応じて
、各キー関係の回路はメインおよびサブに割り当てられる。
【００３９】
　主画像合成装置（回路ブロック）６は、メイン側の背景の合成（Mix）と遷移（Transit
ion）を行う。その上に重畳されるキーヤーの画像として、キー処理ブロック１１～１４
のうち割り当てられたキー処理ブロックの出力がカスケードミックス１６～２３において
、重畳される。副画像合成装置（回路ブロック）７は、サブ側の背景の合成（Mix）と遷
移（Transition）を行う。その上に重畳されるキーヤーの画像として、キー処理ブロック
１１～１４のうち割り当てられたキー処理ブロックの出力がカスケードミックス１６～２
３において、重畳される。
【００４０】
　内部信号発生器８は、ワイプ信号（ワイプ合成に使うキー信号）を生成する。ワイプが
フェーダにより進行する場合、制御の値（フェーダ値：０％～１００％）により、内部信
号発生器８の信号発生が制御される。内部信号発生器８は、内部には二つの信号発生器を
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備え、一方が主内部発生信号を生成して出力し、他方が副内部発生信号を生成して出力す
る。４Ｋモード（あるいは、詳細説明は省略するがＨＤのみの処理でメイン/サブ分割動
作するモード）においては、主内部発生信号はメイン側のワイプ信号として制御されて生
成され、副内部発生信号はサブ側のワイプ信号として制御されて生成される。
【００４１】
　次に、４分割４Ｋモードで生成されるワイプ信号について説明する。このワイプ信号の
形状は、スクエア・デビジョン（Square Division）規格と、２サンプル・インターリー
ブ・デビジョン（2-Sample Interleave Division）規格とで、異なるように制御される。
図５（ａ）は、スクエア・デビジョン規格の場合における、各分割ビデオフレーム（サブ
イメージ１～４）の画素位置とワイプ信号の形状との位置関係を示している。図５（ｂ）
は、２サンプル・インターリーブ・デビジョン規格の場合における、各分割ビデオフレー
ム（サブイメージ１～４）の画素位置とワイプ信号の形状との位置関係を示している。な
お、ここでは、ワイプ信号の形状が円形である例を示している。
【００４２】
　図６（ａ）は、スクエア・デビジョン規格（ＳＱＤ）の各分割ビデオフレーム（サブイ
メージ１～４）に対応して生成されるワイプ信号の形状を示している。このスクエア・デ
ビジョン規格の場合、図７（ｂ）に示すように、図７（ａ）に示すＨＤビデオのワイプ形
状を水平垂直にそれぞれ２倍に拡大した形状の各１/４部分の形状とされる。すなわち、
サブイメージ１では左上の１/４部分の形状とされ、サブイメージ２では右上の１/４部分
の形状とされ、サブイメージ３では左下の１/４部分の形状とされ、サブイメージ４では
右下の左下の１/４部分の形状とされる。
【００４３】
　実際には、例えば、Ｈ　Ｒａｍｐ、Ｖ　Ｒａｍｐの傾きがＨＤビデオの場合と比べて半
分とされてＨ、Ｖ座標の間隔が２倍とされる。そして、例えば、サブイメージ１ではパタ
ーン中心が右下とされて演算されることでサブイメージ１用のワイプ形状が求められる。
同様に、サブイメージ２，３，４では、それぞれ、パターン中心が左下、右上、左上とさ
れて演算されることでそれぞれのサブイメージ用のワイプ形状が求められる。
【００４４】
　図６（ｂ）は、２サンプル・インターリーブ・デビジョン規格（２ＳＩ）の各分割ビデ
オフレーム（サブイメージ１～４）に対応して生成されるワイプ信号の形状を示している
。この場合、ＨＤビデオのワイプ形状とほぼ同じ形状とされる。図８は、２サンプル・イ
ンターリーブ・デビジョン規格における４Ｋ座標を示している。１０８０Ｐの座標点（「
○」で示す）を中心にして、＋－０．２５Ｐｉｘｅｌ、＋－０．２５Ｌｉｎｅの位置にあ
る４点（「□」で示す）を４Ｋの座標点とする。
【００４５】
　＋－０．２５Ｐｉｘｅｌずらした点は、４Ｋ画面上では０．５Ｐｉｘｅｌの間隔になっ
ているが、実際のＨ　Ｒａｍｐとしては１０８０Ｐ用のものと同時に発生させる。このＨ
　Ｒａｍｐの波形は、Ｈ方向の座標のもとになるものである。偶数（Even）サンプル用の
Ｈ　Ｒａｍｐの波形は、１０８０Ｐ用から０．２５Ｐｉｘｅｌ分だけ小さい値を持ち、奇
数（Odd）サンプル用のＨ　Ｒａｍｐの波形は、１０８０Ｐ用から０．２５Ｐｉｘｅｌ分
だけ大きい値を持つように発生させる。なお、Ｖ　Ｒａｍｐに関しても同様とされる。こ
のような偶数（Even）用、奇数（Odd）用のＨ　Ｒａｍｐ、Ｖ　Ｒａｍｐを用いて各分割
ビデオフレーム（サブイメージ１～４）のワイプ形状を求めることで、４Ｋ画像の中でワ
イプ形状が「がたがた」となることがなく、滑らかになる。
【００４６】
　次に、図９のフローチャートを用いて、コントローラ（コントロールパネル１２８、制
御部１２７）における筐体１２の動作モード設定の処理手順の一例を説明する。コントロ
ーラは、ステップＳＴ１において、ユーザのコントロールパネル１２８上の操作に応じて
、フォーマット設定ＧＵＩ動作を開始する。図１０は、この開始時における表示パネル１
２９上のＧＵＩ表示の一例を示している。
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【００４７】
　次に、コントローラは、ステップＳＴ２において、初期値あるいは過去の操作に基づき
Signal Format、Aspect、Refを表示し、「4K/QFHD Mode」グループの３つのボタンのいず
れかを初期値あるいは過去の操作に基づき色を変えた選択状態として表示し、ユーザのコ
ントロールパネル１２８への操作入力を待つ。ユーザは、図１０のＧＵＩ表示に基づいて
、筐体１２が取り扱う信号フォーマットの設定、４分割４Ｋモードの設定などを行うこと
ができる。ステップＳＴ２でユーザの操作入力があるとき、コントローラは、ステップＳ
Ｔ３において、ＧＵＩ表示上のどのボタンが操作されたかを判断する。
【００４８】
　「Signal Format」ボタンが操作されたとき、コントローラは、ステップＳＴ４におい
て、表示パネル１２９にシグナルフォーマット選択肢画面を表示する。図１１は、この信
号フォーマット選択肢画面の一例を示している。次に、コントローラは、ステップＳＴ５
において、信号フォーマット選択の操作入力を受ける状態となる。
【００４９】
　次に、コントローラは、ステップＳＴ６において、キャンセル（Cancel）ボタンが操作
されたか判断し、キャンセルボタンが操作されたときは、シグナルフォーマット選択肢画
面を終了してステップＳＴ２の処理に戻る。一方、キャンセルボタンではない、いずれか
の信号フォーマットボタンが操作されたとき、コントローラは、ステップＳＴ７の処理に
移る。図１１では、１０８０ｉ/５９．９４のシグナルフォーマットのボタンが操作され
た直後の状態を示している。このステップＳＴ７において、コントローラは、選択された
信号フォーマットを一時記憶する。
【００５０】
　次に、コントローラは、ステップＳＴ８において、選択された信号フォーマットが１０
８０Ｐ（１０８０Ｐ／５０または１０８０Ｐ／５９．９４）であるか判断する。１０８０
Ｐであるとき、コントローラは、シグナルフォーマット選択肢画面を終了してステップＳ
Ｔ２の処理に戻る。一方、１０８０Ｐでないとき、コントローラは、ステップＳＴ９にお
いて、４Ｋモードの選択肢のＧＵＩ表示および一時記憶値をオフ（Off）にして、シグナ
ルフォーマット選択肢画面を終了してステップＳＴ２の処理に戻る。
【００５１】
　また、ステップＳＴ３の判断で、「4K/QFHD Mode」グループのボタンが操作されたとき
、コントローラは、ステップＳＴ１０において、モード（Mode）選択の操作入力を受け取
る。この際、ユーザは、コントロールパネル１２８上の操作で、ＧＵＩ表示上のオフ（Of
f）、スクエア・デビジョン規格（ＳＱＤ）、２サンプル・インターリーブ・デビジョン
規格（２ＳＩ）のいずれかの操作ボタンの操作を行っている。
【００５２】
次に、コントローラは、ステップＳＴ１１において、選択されている信号フォーマットが
１０８０Ｐであるか判断する。信号フォーマットが１０８０Ｐでないとき、コントローラ
は、ステップＳＴ１２において、入力を無視し、表示パネル１２９に、信号フォーマット
と適合しない旨を表示する。図１３は、その場合の表示例を示している。コントローラは
、ステップＳＴ１２の処理の後、ステップＳＴ２の処理に戻る。一方、信号フォーマット
が１０８０Ｐであるとき、コントローラは、ステップＳＴ１３において、選択された４Ｋ
モード（Off/Square/2SI）を一時記憶し、その後に、ステップＳＴ２の処理に戻る。
【００５３】
　また、ステップＳＴ３の判断で、「Execute」のボタンが操作されたとき、コントロー
ラは、ステップＳＴ１４において、コンファーム（Confirm）ダイアログを表示する。図
１４は、その表示例を示している。次に、コントローラは、ステップＳＴ１５において、
再起動「Yes」の操作入力がされたか判断する。再起動「No」の操作入力がされたとき、
コントローラは、ステップＳＴ２の処理に戻る。
【００５４】
　一方、再起動「Yes」の操作入力がされたとき、コントローラは、ステップＳＴ１６の
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処理に移る。このステップＳＴ１６において、コントローラは、一時記憶した信号フォー
マットをハードウェアに指示し、一時記憶した４Ｋモードをハードウェアに指示し、さら
に、ハードウェア設定変更のための再起動を指示する。コントローラは、このステップＳ
Ｔ１６の処理の後、ステップＳＴ１７において、動作モード設定の一連の処理を終了する
。
【００５５】
　次に、図１５のフローチャートを用いて、コントローラ（コントロールパネル１２８、
制御部１２７）における筐体１２の動作モード設定の処理手順の他の一例を説明する。上
述の図９のフローチャートの処理手順では、現在の信号フォーマットが１０８０Ｐ以外で
も「4K/QFHD Mode」ボタンを有効のままとして、操作時にチェックされる（ステップＳＴ
１１）。しかし、この図１５のフローチャートの処理手順では、現在の信号フォーマット
が１０８０Ｐの場合のみ「4K/QFHD Mode 」ボタンが有効とされる（ステップＳＴ２３）
。
【００５６】
　コントローラは、ステップＳＴ２１において、ユーザのコントロールパネル１２８上の
操作に応じて、フォーマット設定ＧＵＩ動作を開始する。その後、コントローラは、ステ
ップＳＴ２２の処理に移る。
【００５７】
　このステップＳＴ２２において、コントローラは、現在設定されている信号フォーマッ
トが１０８０Ｐであるか判断する。１０８０Ｐであるとき、コントローラは、ステップＳ
Ｔ２３において、「4K/QFHD Mode」ボタンを有効として（図１０参照）、ステップ２４の
処理に移る。一方、１０８０Ｐでないとき、コントローラは、ステップＳＴ２５において
、「4K/QFHD Mode」ボタンを無効として（図１２参照）、ステップ２４の処理に移る。図
１２は、４分割４ＫモードのＧＵＩ操作部が無効とされている表示状態を示し、この表示
状態においては、ユーザは４分割４Ｋモードの選択操作入力は不可能である。
【００５８】
　次に、コントローラは、ステップＳＴ２４において、ユーザのコントロールパネル１２
８からの操作入力を待つ。ユーザは、図１０のＧＵＩ表示、あるいは図１２のＧＵＩ表示
に基づいて、筐体１２が取り扱う信号フォーマットの設定、４分割４Ｋモードの設定など
を行うことができる。ステップＳＴ２４でユーザの操作入力があるとき、コントローラは
、ステップＳＴ２６において、ＧＵＩ表示上のどのボタンが操作されたかを判断する。
【００５９】
　「Signal Format」ボタンが操作されたとき、コントローラは、ステップＳＴ２７にお
いて、表示パネル１２９にシグナルフォーマット選択肢画面を表示する（図１１参照）。
次に、コントローラは、ステップＳＴ２８において、信号フォーマット選択の操作入力を
受ける状態となる。
【００６０】
　次に、コントローラは、ステップＳＴ２９において、キャンセル（Cancel）ボタンが操
作されたか判断し、キャンセルボタンが操作されたときは、ステップＳＴ２４の処理に戻
る。一方、キャンセルボタンではない、所定の信号フォーマットボタンが操作されたとき
、コントローラは、ステップＳＴ３０の処理に移る。このステップＳＴ３０において、コ
ントローラは、選択された信号フォーマットを一時記憶する。
【００６１】
　次に、コントローラは、ステップＳＴ３１において、選択された信号フォーマットが１
０８０Ｐであるか判断する。１０８０Ｐであるとき、コントローラは、ステップＳＴ３２
において、「4K/QFHD Mode」ボタンを有効とし（図１０参照）、その後に、ステップＳＴ
２４の処理に戻る。一方、１０８０Ｐでないとき、コントローラは、ステップＳＴ３３に
おいて、「4K/QFHD Mode」ボタンを無効とし（図１２参照）、その後に、ステップＳＴ２
４の処理に戻る。
【００６２】
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　また、ステップＳＴ２６の判断で、「4K/QFHD Mode」グループのボタンが操作されたと
き、コントローラは、ステップＳＴ３４において、モード（Mode）選択の操作入力を受け
取る。この際、ユーザは、コントロールパネル１２８上の操作で、ＧＵＩ表示上のオフ（
Off）、スクエア・デビジョン規格（ＳＱＤ）、２サンプル・インターリーブ・デビジョ
ン規格（２ＳＩ）のいずれかの操作ボタンの操作を行っている。ステップＳＴ３４で操作
入力があるとき、コントローラは、ステップＳＴ３５において、選択された４Ｋモード（
Off/Square/2SI）を一時記憶し、その後に、ステップＳＴ２４の処理に戻る。
【００６３】
　また、ステップＳＴ２５の判断で、「Execute」のボタンが操作されたとき、コントロ
ーラは、ステップＳＴ３６において、コンファーム（Confirm）ダイアログを表示する（
図１４参照）。次に、コントローラは、ステップＳＴ３７において、再起動「Yes」の操
作入力がされたか判断する。再起動「No」の操作入力がされたとき、コントローラは、ス
テップＳＴ２４の処理に戻る。
【００６４】
　一方、再起動「Yes」の操作入力がされたとき、コントローラは、ステップＳＴ３８の
処理に移る。このステップＳＴ３８において、コントローラは、一時記憶した信号フォー
マットをハードウェアに指示し、信号フォーマットが１０８０Ｐであれば、一時記憶した
４Ｋモードをハードウェアに指示し、さらに、ハードウェア設定変更のための再起動を指
示する。コントローラは、このステップＳＴ３８の処理の後、ステップＳＴ３９において
、動作モード設定の一連の処理を終了する。
【００６５】
　以上説明したように、図１に示す信号切換システム１０においては、筐体１２が有する
複数のＭ/ＥバンクをＨＤモードまたは４分割４Ｋモード（スクエア・デビジョン規格、
２サンプル・インターリーブ・デビジョン規格）で動作させることができる。そのため、
例えば、ハードウェア、つまりＭ/Ｅバンクの有効活用が可能となる。
【００６６】
　また、図１に示す信号切換システム１０においては、筐体１２のモード設定、シグナル
フォーマット設定などをＧＵＩ表示に基づいて行うことが可能となる。そのため、例えば
、ユーザの使い勝手が向上する。
【００６７】
　＜２．変形例＞
　なお、上述実施の形態においては、１つの筐体１２を用いて構成される信号切換システ
ム１０を示した。図１６は、２つの筐体１２Ａ，１２Ｂを用いて構成される信号切換シス
テム１０Ａの構成例を示している。詳細説明は省略するが、筐体１２Ａ，１２Ｂは、それ
ぞれ、図１の信号切換システム１０における筐体１２と同様の構成とされている（図３参
照）。
【００６８】
　筐体１２Ａ，１２Ｂで４分割４Ｋモードのビデオ信号を処理するとき、第１および第２
の分割ビデオフレームは筐体１２Ａ（第１の筐体）が保持するＭ/Ｅバンクで処理され、
第３および第４の分割ビデオフレームは筐体１２Ｂ（第２の筐体）が保持するＭ/Ｅバン
クで処理される。このような構成とされることで、筐体１２Ａ，１２Ｂの入力数を有効に
使用可能となる。
【００６９】
　以下、この点について、さらに説明する。筐体のＳＤＩ入力端子は、３ＧのＳＤＩ信号
を受けるものである。４Ｋのビデオ信号の入力を受ける場合、４つのＳＤＩ入力端子を一
組にして、一組（一本）の４Ｋビデオ信号を受け取る。すなわち、４Ｋビデオの１つのフ
レーム（Image）は、「Sub Image 1」、「Sub Image 2」、「Sub Image 3」、「Sub Imag
e 4」に分割されて、それぞれ１組のうちの第１のＳＤＩケーブル、第２のＳＤＩケーブ
ル、第３のＳＤＩケーブル、第４のＳＤＩケーブルで伝送されてくる。
【００７０】
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　筐体が有するＨＤ画像処理単位のＭ/Ｅバンクのメイン（Main）またはサブ（Sub）の一
つ（単位合成回路）で、いずれかの「Sub Image 」が処理される。各筐体がそれぞれ４つ
のＭ/Ｅバンクを内蔵している場合、２つの筐体には、メイン（Main）またはサブ（Sub）
としては合計で１６個の単位合成回路が存在する。これらを全て４Ｋビデオ信号の処理に
割り当てると、４系統の処理（４つの４Ｋ　Ｍ/Ｅ）が可能となる。
【００７１】
　２つの筐体を第１の筐体、第２の筐体として、どの回路を組にして４Ｋ　Ｍ/Ｅを構成
するかには、複数の組み合わせ方が考えられる。図１７は、筐体毎に、２つの４Ｋ　Ｍ/
Ｅを構成する例である。４Ｋ　Ｍ/Ｅ１の信号処理は、次のように配分される。すなわち
、第１の筐体のＨＤ　Ｍ/Ｅ－１のサブ（Sub）で「Sub Image 1」が処理され、第１の筐
体のＨＤ　Ｍ/Ｅ－１のメイン（Main）で「Sub Image 2」が処理され、第１の筐体のＨＤ
　Ｍ/Ｅ－２のサブ（Sub）で「Sub Image 3」が処理され、第１の筐体のＨＤ　Ｍ/Ｅ－２
のメイン（Main）で「Sub Image 4」が処理される。同様に、４Ｋ　Ｍ/Ｅ２、４Ｋ　Ｍ/
Ｅ３、４Ｋ　Ｐ／Ｐについても図１７に示すように構成される。
【００７２】
　任意の入力を選択して使用する信号切換システム（スイッチャ）としては、いずれの４
Ｋ　Ｍ/Ｅにおいても、全ての４Ｋビデオ入力を選択可能としたい。このためには、各４
Ｋビデオ入力を構成する４本のＳＤＩケーブルが、該当する「Sub Image」を処理する回
路へクロスポイント制御で供給可能とされる必要がある。この構成の場合、各４Ｋビデオ
入力を構成する４本のＳＤＩケーブルを、第１の筐体へも、第２の筐体へも、接続する必
要がある。そのため、最大で、筐体に備えられているＳＤＩ入力端子の数の１/４の数の
４Ｋビデオ入力を、使用する事が可能である。
　また、第１の筐体で処理した ４Ｋ　Ｍ／Ｅ１、４Ｋ　Ｍ／Ｅ２　の出力信号を、第２
の筐体の ４Ｋ　Ｍ／Ｅ３、４Ｋ　Ｐ／Ｐで再加工する場合、あるいはその逆方向の処理
を行う場合には、第１の筐体と第２の筐体の入出力信号を相互に接続する必要があるので
、その分だけ実際に使用できるＳＤＩ入力信号の数が減少する。
【００７３】
　これに対して、図１６に示す信号切換システム１０Ａでは、図１８に示すような構成を
とる。この構成では、４Ｋ　Ｍ/Ｅ１の信号処理は、次のように配分される。すなわち、
第１の筐体のＨＤ　Ｍ/Ｅ－１のサブ（Sub）で「Sub Image 1」が処理され、第１の筐体
のＨＤ　Ｍ/Ｅ－１のメイン（Main）で「Sub Image 2」が処理され、第２の筐体のＨＤ　
Ｍ/Ｅ－１のサブ（Sub）で「Sub Image 3」が処理され、第２の筐体のＨＤ　Ｍ/Ｅ－１の
メイン（Main）で「Sub Image 4」が処理される。他の４Ｋ　Ｍ/Ｅも同様に、第１の筐体
では「Sub Image 1」と「Sub Image 2」が処理され、第２の筐体では「Sub Image 3」と
「Sub Image 4」が処理される。
【００７４】
　この構成の場合、各４Ｋビデオ入力を構成する４本のＳＤＩケーブルのうち、第１のＳ
ＤＩケーブルと第２のＳＤＩケーブルとを第１の筐体へ接続し、第３のＳＤＩケーブルと
第４のＳＤＩケーブルとを第２の筐体へ接続する。そのため、最大で、筐体に備えられて
いるＳＤＩ入力端子の数の１/２の数の４Ｋビデオ入力を、使用することが可能である。
　また、４Ｋ Ｍ／Ｅ１、４Ｋ　Ｍ／Ｅ２、４Ｋ　Ｍ／Ｅ３、４Ｋ　Ｐ／Ｐ　の間でお互
いの出力信号を再加工する場合も、筐体１と筐体２の間で相互接続する必要がない。
つまり、この構成を取ることで、限られた数のＳＤＩ入力端子（ＳＤＩ入力回路）を効率
的に割り当て、より多くの４Ｋビデオ信号入力を切り換えの選択肢とすることが可能であ
る。
【００７５】
　また、本技術は、以下のような構成を取ることもできる。
　（１）複数のビデオ画像加工部と、
　上記ビデオ画像加工部の動作を制御する制御部と、
　上記ビデオ画像加工部の動作モードとしてＨＤモードと４分割４Ｋモードの選択操作入
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力を受けるＧＵＩ部を備え、
　上記制御部は、
　上記ＧＵＩ部が受ける選択操作入力に基づいて、上記ビデオ画像加工部をＨＤモードま
たは４分割４Ｋモードで動作するように制御する
　信号切換装置。
　（２）上記ＧＵＩ部は、
　上記４分割４Ｋモードとして、スクエア・デビジョン（Square Division）規格と、２
サンプル・インターリーブ・デビジョン（2-Sample Interleave Division）規格のいずれ
かの選択操作入力を受ける
　前記（１）に記載の信号切換装置。
　（３）上記ＧＵＩ部は、
　１０８０Ｐの信号フォーマットが選択された状態で、上記４分割４Ｋモードの選択操作
入力を受けることが可能となる
　前記（１）または（２）に記載の信号切換装置。
　（４）主回路ブロックと、副回路ブロックと、１つ以上のキーヤー回路ブロックをそれ
ぞれ有する複数のビデオ画像加工部と、
　ビデオ入力部と、
　上記ビデオ入力部に入力された複数のビデオ信号から所定のビデオ信号を選択して上記
ビデオ画像加工部に入力するビデオ選択部と、
　上記ビデオ画像加工部で加工されたビデオ信号を出力するビデオ出力部と、
　上記ビデオ加工部の動作を制御する制御部を備え、
　上記制御部は、
　上記ビデオ画像加工部を、ＨＤモードまたは４分割４Ｋモードで動作するように制御す
る
　信号切換装置。
　（５）上記ビデオ画像加工部の動作モードとしてＨＤモードまたは４分割４Ｋモードの
選択操作入力を受けるＧＵＩ部をさらに備え、
　上記制御部は、
　上記ＧＵＩ部が受ける選択操作入力に基づいて、上記ビデオ画像加工部をＨＤモードま
たは４分割４Ｋモードで動作するように制御する
　前記（４）に記載の信号切換装置。
　（６）上記ＧＵＩ部は、
　上記４分割４Ｋモードとして、スクエア・デビジョン（Square Division）規格と、２
サンプル・インターリーブ・デビジョン（2-Sample Interleave Division）規格のいずれ
かの選択操作入力を受ける
　前記（５）に記載の信号切換装置。
　（７）上記ビデオ画像加工部の上記主回路ブロックと上記副回路ブロックは、
　上記ビデオ画像加工部が上記ＨＤモードで動作するとき、それぞれＨＤのビデオフレー
ムを処理し、
　上記ビデオ画像加工部が上記４分割４Ｋモードで動作するとき、４Ｋのビデオフレーム
を４分割して得られた分割ビデオフレームを処理する
　前記（４）から（６）のいずれかに記載の信号切換装置。
　（８）上記ビデオ画像加工部が上記４分割４Ｋモードで動作するとき、上記主回路ブロ
ックおよび上記副回路ブロックにそれぞれ少なくとも１つの上記キーヤー回路ブロックが
専用にされる
　前記（４）から（７）のいずれかに記載の信号切換装置。
　（９）上記ビデオ画像加工部は内部に信号発生器を有し、上記信号発生器は、ワイプ形
状を作るキー信号として、
　上記４分割４Ｋモードがスクエア・デビジョン（Square Division）規格であるときは
、ＨＤビデオのワイプ形状を水平垂直にそれぞれ２倍に拡大した形状の１/４部分の形状
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　上記４分割４Ｋモードが２サンプル・インターリーブ・デビジョン（2-Sample Interle
ave Division）規格であるとき、ＨＤビデオのワイプ形状と同じ形状のキー信号を生成す
る
　前記（８）に記載の信号切換装置。
　（１０）上記複数のビデオ画像加工部と、上記ビデオ入力部と、上記ビデオ選択部と、
上記ビデオ出力部をそれぞれ持つ第１の筐体と第２の筐体を有し、
　上記ビデオ画像加工部が４分割４Ｋモードで動作するとき、
　４Ｋのビデオフレームを４分割して得られた第１から第４の分割ビデオフレームのうち
、第１および第２の分割ビデオフレームを上記第１の筐体が保持する上記ビデオ画像加工
部で処理し、第３および第４の分割ビデオフレームを上記第２の筐体が保持する上記ビデ
オ画像加工部で処理する
　前記（４）から（９）のいずれかに記載の信号切換装置。
　（１１）主回路ブロックと、副回路ブロックと、１つ以上のキーヤー回路ブロックをそ
れぞれ有する複数のビデオ画像加工部と、
　ビデオ入力部と、
　上記ビデオ入力部に入力された複数のビデオ信号から所定のビデオ信号を選択して上記
ビデオ画像加工部に入力するビデオ選択部と、
　上記ビデオ画像加工部で加工されたビデオ信号を出力するビデオ出力部を備える信号切
換装置の動作制御方法であって、
　上記ビデオ画像加工部をＨＤモードまたは４分割４Ｋモードで動作するように制御する
　信号切換装置の動作制御方法。
【符号の説明】
【００７６】
　１０，１０Ａ・・・信号切換システム
　１１・・・３Ｇルーター
　１２，１２Ａ，１２Ｂ・・・筐体
　１２１・・・クロスポイント部
　１２２_1～１２２_5・・・Ｍ/Ｅバンク
　１２３・・・フレームメモリ
　１２４_1～１２４_2・・・アップコンバータ
　１２５_1～１２５-2，１２６・・・出力部
　１２７・・・制御部
　１２８・・・コントロールパネル
　１２９・・・表示パネル
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